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じ
 

》つ ま
 

報
 

広
 

町 の 人 口 

(12月1日現在） 

人 ロ 7 ,916 人 

男 3 ,809 人 

女 4 ,107 人 

世帯数 2 ,315 戸 

章
 

長
 

‘・」 

町
 
三「そ 

城
 

島
 

方
 

中
 

町

民

の

皆

さ

ん

 

明

け

ま

し

て

 

お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
 

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
 

の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

昨
年
も
ド
ル
異
変
等
に
よ
り
、
不
況
の
横
ば
い
状
態
 

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
ご
家
庭
で
も
大
変
苦
し
 

い
年
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

今
年
こ
そ
、
景
気
が
好
転
し
て
、
明
る
い
、
 

年
に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
 

平
和
な
 

年
末
年
始
交
通
安
全
週
間
 

か
け
る
運
転
者
は
、
な
く
さ
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
 

十

二

月

十

日

2

一

月

十

日

ま

で

 

の
協
力
で
、
監
視
す
る
と
と
も
 

に
、
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
 

m
、
飲
酒
運
転
の
追
放
 

要
で
す
。
一
件
で
も
。
一
名
で
 
いo 

熟
慧
譲
縄
灘
灘
「
“
外
の
難
難
縄
陰
 

の
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
人
に
 
⑧
、
悪
質
危
険
な
運
嘱
者
を
排
 

警
報
機
や
、
し
ゃ
断
機
の
な
 

く
 
な
り
ま
し
よ
う
o
 

除
し
ま
し
ょ
う
c
 

い
踏
切
り
は
、
特
に
注
意
が
必
 

交
通
ル
ー
ル
は
、
お
互
い
が
 

交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
、
他
 
要
で
す
。
狭
い
踏
切
り
は
車
で
 

自
ら
す
す
ん
で
守
る
こ
と
が
必
 
人
に
著
し
い
危
険
や
、
迷
惑
を
 
無
理
に
通
ら
な
い
こ
と
。
ま
わ
 

道 場（伊方小学校中庭） 弓
 

た
 

し
 り

道
こ
そ
安
全
が
守
ら
れ
ま
 

す。 

一
月
の
こ
よ
み
 

1
日
 

2
日
 

6
日
 

7
日
 

8
ロ］ 

完 成 

27 26 21 15 11 
日 日 日 日 日 

☆
元
日
、
☆
初
も
う
で
 

☆
初
荷
、
書
初
め
 

幸
小
寒
 

☆
七
草
粥
 

☆
下
田
川
四
ケ
町
、
 

連
合
出
初
式
 

（
赤
池
町
）
 

☆
鏡
開
き
 

☆
成
人
の
日
 

☆
大
寒
 

☆
文
化
財
防
火
デ
ー
 

☆
国
旗
制
定
日
 

青

少

年

を

健

や

か

に

育

て

よ

》

っ

 



(2) ヤつ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

報
 

広
 

ヤつ よ
 

じ
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報
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第96 号 昭和53年1月1日 昭和53年1月1日 Il又 報 ほ う じ よ う 第96 号 ⑧
 

方
城
町
議
会
議
長
 

木
 

戸
 

新
 

町
民
の
み
な
さ
ん
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
み
な
さ
ま
方
の
 

御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
 

A
『
ミ
月
奄
加
ミ
発
三
●
ミ
塁
窯
ミ
お
量
ぷ
ミ
ミ
雲
」
ミ
三
塁
」
 

方

城

町

の

 

文

化

財

に

 つ
 
い
 
て
 

現
在
方
城
町
の
県
指
定
文
化
 

財
と
し
て
は
史
跡
に
弁
城
岩
屋
 

ま
が
い
ぼ
ん
じ
ま
ん
だ
ら
 

の
「
磨
崖
楚
字
受
茶
羅
」
、
伊
 

方
鶴
ケ
丘
の
「
伊
方
の
古
墳
」
 

天
然
記
念
物
に
弁
城
迫
の
「
定
 

禅
寺
の
藤
」
、
新
町
岩
屋
神
社
 

境
内
に
あ
る
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
 

等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
も
は
既
 

に
県
の
指
定
文
化
財
と
し
て
厚
 

い
保
護
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
 

町
内
に
は
こ
の
外
古
墳
、
仏
 

像
、
書
画
、
器
具
、
古
文
書
等
 

町
民
の
所
持
し
て
居
ら
れ
る
も
 

の
で
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
 

第

一

回

 

町

民

剣

道

大

会

開

催

 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
ニ
十
 

七
日
、
第
一
回
町
民
剣
道
大
会
 

が
、
方
城
中
学
校
体
育
館
で
、
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
日
本
剣
道
形
を
 

香
月
輝
一
氏
（
教
士
六
段
）
 

石
谷
良
喜
氏
（
教
士
五
段
）
 

両
氏
が
ひ
ろ
う
、
続
い
て
、
居
 

合
道
、
夢
想
神
伝
流
、
を
岩
崎
 

秋
信
氏
（
教
士
六
段
）
、
光
井
 

玄
吉
氏
（
練
士
五
段
）
、
両
氏
 

に
よ
っ
て
ひ
ろ
う
さ
れ
（
い
ず
 

れ
も
真
剣
に
て
）
、
そ
の
迫
真
 

の
演
武
に
、
観
客
は
、
せ
き
を
 

ミ
萎
業
ー
ミ
誓
萎
ー
ミ
員
雲
一
 

必
要
の
あ
る
も
の
が
あ
る
か
と
 

思
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
般
昭
 

和
五
十
一
年
八
月
に
町
条
例
が
 

制
定
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
要
請
が
 

あ
れ
ば
方
城
町
文
化
財
保
護
委
 

員
会
に
於
て
調
査
し
重
要
な
も
 

の
に
つ
い
て
は
「
方
城
町
文
化
 

財
」
に
指
定
し
て
永
く
町
文
化
 

財
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
、
 

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
 

か
ら
こ
の
よ
う
な
物
を
所
持
さ
 

れ
て
い
る
方
、
又
は
こ
れ
に
つ
 

い
て
の
心
当
り
の
方
は
方
城
町
 

教
育
委
員
会
ま
で
お
申
出
下
さ
 

る
か
、
又
は
左
記
の
文
化
財
専
 

門
委
員
き
ん
ま
で
ご
連
絡
下
き
 

い。 方
城
町
文
化
財
専
門
委
員
 

八
幡
町
 

光
井
 
玄
吉
 

東
古
門
 

福
高
 
也
男
 

弁
城
新
町
 
植
田
 
辰
生
 

前
村
 

桑
野
 

通
 

東
古
門
 

仲
村
 
松
吉
 

（
方
城
町
教
育
委
員
会
）
 

（
こ
の
分
は
十
二
月
一
日
付
広
 

報
に
掲
載
し
ま
し
た
が
そ
れ
に
 

大
分
遺
漏
が
あ
り
ま
し
た
の
で
 

再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
）
 

も
で
き
ぬ
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
 

続
い
て
、
六
十
六
名
の
大
会
 

参
加
者
に
よ
り
、
熱
戦
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
が
、
成
績
は
、
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

▼
 

小
学
生
の
部
 

一
位
 

一一位 
一一瓦 

関
岡
 

中
村
 

香
月
 

純
孝
 

太
 

信
一
 

▼
 

中
学
生
の
部
（
男
子
）
 

一
位
 

香
月
 
英
之
 

一一位 

為
平
 
隆
司
 

三
位
 
田
丸
 
直
利
 

（
女
子
）
 

一
位
 

吉
川
 
順
子
 

二
位
 

大
石
は
る
み
 

三
位
 
池
永
 
道
代
 

▼
 
高
校
生
の
部
 

一
位
 

安
友
 
聖
一
 

二
位
 

湯
前
 
厚
仁
 

」
瓦
 
為
平
 
倫
之
 

▼
 
青
年
の
部
（
有
段
者
）
 

一
位
 

中
山
 
正
和
 

二
位
 

田
島
 

靖
 

三
位
・
高
木
彦
太
郎
 

▼
 
壮
年
の
部
（
有
段
者
）
 

一
位
 

宮
崎
 

進
 

一一位 

勝
木
 

一
郎
 

三
位
 
岡
本
 
国
義
 

▼
 
青
年
壮
年
の
部
（
無
段
者
）
 

一
位
 

原
田
 
良
介
 

一一位 

楠
木
 
静
則
 

三
位
 
原
田
 
清
高
 

（
い
づ
れ
も
敬
称
略
）
 

田
川
剣
道
連
盟
方
城
支
部
 

剣
道
教
室
で
は
、
毎
週
月
、
水
 

金
曜
日
、
午
後
四
時
三
〇
分
か
 

ら
六
時
ま
で
、
（
小
、
中
学
生
）
 

ま
た
六
時
か
ら
七
時
三
〇
分
ま
 

で
は
一
般
の
部
（
青
、
壮
年
の
 

部
）
の
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
 

す。 な
お
初
心
者
の
指
導
は
、
岩
 

崎
秋
信
氏
（
教
士
六
段
）
他
数
 

名
に
よ
り
熱
心
な
指
導
が
行
な
 

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
。
 

初
心
者
の
方
、
ま
た
、
以
前
 

竹
刀
を
握
っ
た
事
の
あ
る
方
等
 

心
身
の
鍛
練
の
た
め
、
剣
道
を
 

始
め
ま
せ
ん
か
、
剣
道
教
室
で
 

は
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

タバコは町内で 

買いましよう 

一箱（20本）あたり17円が町の 

収入になります。 

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
 

知
っ
て
お
こ
う
 

ー
被
害
者
は
い
ま
す
す
ぐ
相
談
を
ー
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

皆
さ
ん
、
あ
な
た
や
そ
の
周
 

囲
の
人
で
「
詐
欺
」
 
「
お
ど
 

し」 

「
交
通
事
故
」
な
ど
の
被
 

害
を
う
け
、
困
っ
て
、
各
方
面
 

に
話
し
て
み
た
が
、
納
得
の
い
 

く
結
論
が
で
て
い
な
い
。
ま
た
 

そ
の
犯
人
を
処
罰
し
て
ほ
し
い
 

と
、
警
察
や
、
検
察
庁
に
訴
え
 

た
が
、
そ
の
結
果
を
裁
判
に
廻
 

さ
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
 

不
服
だ
が
、
さ
て
こ
れ
を
、
だ
 

れ
に
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
 

い
の
か
、
分
か
ら
な
く
て
、
そ
 

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

▽
検
察
審
査
会
は
、
こ
の
よ
う
 

な
被
害
者
の
不
満
を
聞
い
 

て
、
も
う
一
度
、
調
べ
直
し
 

て
み
る
こ
と
を
仕
事
と
し
ま
 

す。 

▽
検
察
審
査
会
は
、
裁
判
所
の
 

中
に
あ
っ
て
、
民
間
の
代
表
 

者
十
一
人
で
構
成
さ
れ
、
事
 

件
に
つ
い
て
、
検
察
官
の
し
 

「
指
圧
の
心
、
 

母
心
…
・
：
己
 

指
圧
の
心
、
母
心
、
 

押
せ
ば
 

命
の
泉
わ
く
 

で
お
な
じ
み
の
、
指
圧
の
大
 

家
、
浪
越
徳
治
郎
先
生
の
講
演
 

お
よ
び
実
技
指
導
会
が
十
二
月
 

四
日
、
方
城
町
教
育
委
員
会
会
 

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

（
主
催
、
田
川
農
場
方
城
支
 

所） 参
加
者
は
、
約
一
八
〇
名
、
 

年
令
別
で
は
、
五
〇
才
以
上
の
 

方
が
八
〇
％
を
占
め
て
い
ま
し
 

た。 講
演
は
、
ュ
ー
モ
ア
に
富
ん
 

だ
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も
の
 

で
し
た
。
講
演
終
了
後
の
、
実
 

技
指
導
で
は
、
 
一
人
ノ
、
に
指
 

圧
指
導
を
実
施
し
た
が
、
限
ら
 

れ
た
時
間
で
の
実
技
指
導
は
、
 

一
人
に
つ
き
、
長
時
間
は
出
来
 

な
か
っ
た
が
、
自
分
の
病
気
に
 

対
す
る
指
圧
の
方
法
（
ど
こ
を
 

指
圧
す
れ
ば
よ
い
の
か
）
を
習
 

得
出
来
た
の
が
う
れ
し
い
。
と
 

あ
る
老
人
は
語
っ
た
。
 

電
気
を
安
全
に
お
使
い
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

漏
電
は
、
痛
ま
し
い
感
電
事
 

故
や
、
火
災
の
原
因
と
な
る
こ
 

一・・ー！・．．・‘I
…．I
、・．・・、I
・・，.I
、
．
…
、
I
'...!，…・！11
．・、I
…．I
、・．・・、I
‘…I
、．…、（・．, 

た
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
 

を
審
査
す
る
た
め
、
記
録
を
 

調
べ
た
り
、
証
人
を
呼
ん
だ
 

り
、
実
施
見
分
な
ど
し
て
調
 

べ
て
み
て
、
議
決
し
ま
す
。
 

も
し
、
不
当
と
判
断
す
れ
 

ば
、
検
察
庁
に
起
訴
す
る
よ
 

う
に
申
入
れ
を
す
る
の
で
 

す。 

▽
検
察
審
査
会
に
、
相
談
や
、
 

申
立
を
さ
れ
る
方
は
、
田
川
 

裁
判
所
の
中
に
あ
る
、
左
記
 

事
務
局
に
お
間
合
せ
く
だ
さ
 

い。 

記
 

田
川
市
千
代
町
ー
ノ
五
 

裁
判
所
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

電
話
 
〇
九
四
七
四
 
②
〇
 

一」ハ
1
1
一 

ー
財
産
づ
く
り
が
郷
土
発
展
に
ー
‘
 

福
岡
県
が
公
募
債
四
〇
億
円
を
発
行
 

第
5
回
た
だ
い
ま
募
集
中
 

福
岡
県
で
は
「
住
み
よ
い
生
 

活
環
境
の
整
備
」
 
「
健
康
と
く
 

ら
し
を
ま
も
る
福
祉
の
充
実
」
 

「
心
の
豊
か
さ
を
育
て
る
、
教
 

育
文
化
の
振
興
」
 
「
み
の
り
あ
 

る
生
活
を
支
え
る
産
業
の
振
興
 

」
の
施
策
の
実
現
の
た
め
、
公
 

営
住
宅
や
学
校
な
ど
生
活
関
連
 

環
境
整
備
等
の
公
共
事
業
を
、
 

積
極
的
に
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
 

た
め
に
は
、
多
額
の
資
金
が
必
 

要
で
す
。
 
こ
の
た
め
県
が
公
債
 

を
発
行
し
、
そ
の
事
業
資
金
を
 

皆
様
か
ら
募
集
す
る
も
の
で
す
 

こ
の
県
債
は
、
景
気
の
変
動
 

に
影
響
さ
れ
な
い
確
定
し
た
利
 

回
り
で
、
安
全
確
実
に
運
用
き
 

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
額
面
百
万
 

円
の
利
子
は
一
〇
年
間
に
、
合
 

計
六
七
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
 

皆
様
の
投
資
が
郷
土
の
発
展
 

に
お
役
に
立
ち
、
同
時
に
、
皆
 

様
の
豊
か
な
財
産
づ
く
り
を
お
 

約
束
し
ま
す
。
 

⑥
発
行
総
額
 
四
〇
億
円
 

⑥
利
 

率
 
六
、
七
％
 

＠
期
 

間
 

一
〇
年
 

⑥
利
回
り
 
六
、
七
八
三
％
 

＠
お
申
込
み
単
位
 
額
面
一
万
 

円
 

⑥
払
い
込
金
 
九
、
九
五
〇
円
 

と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
、
漏
電
を
瞬
時
 

に
感
知
し
て
、
電
気
を
自
動
的
 

に
し
や
断
す
る
。
 

「
漏
電
し
や
 

断
器
」
を
取
付
け
て
い
れ
ば
安
 

全
で
す
。
 

特
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
 

は
、
漏
電
し
や
断
器
を
取
付
け
 

ま
し
よ
・
っ
。
 

o
水
気
の
あ
る
場
所
や
、
湿
気
 

の
多
い
場
所
で
、
電
気
機
器
 

を
使
用
さ
れ
る
場
合
。
 

o
電
圧
二
〇
〇
V

の
電
気
を
、
 

屋
内
で
使
用
さ
れ
る
場
合
。
 

（
大
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
 

ど） 

o
水
気
の
あ
る
も
の
を
取
扱
う
 

電
気
機
器
。
 

（
洗
濯
機
、
肉
 

切
機
な
ど
）
 

o
多
数
の
人
が
触
れ
る
電
気
機
 

器。 

（
自
動
販
売
機
、
シ
ョ
 

ー
ケ
ー
ス
な
ど
）
 

o
土
間
に
設
置
す
る
機
器
。
 

（
カ
ッ
タ
ー
、
た
ば
こ
乾
燥
 

送
風
機
な
ど
）
 

お
取
付
け
に
つ
い
て
は
、
最
寄
 

り
の
九
州
電
力
、
電
気
工
事
店
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
貫
」
」
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！
『
一
ニ
三
三
一
II
」
ニ
一
七
ニ
」
．
「
一
！
」
】
三
三
！
！
三
？
!
!
?
？
ニ
！
三
一
I一
七ニ
三
》
三
三
ニ
「
一
『
ニ
一
！
 

公
給
領
収
証
は
必
ず
 

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
 

公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
 

旅
館
、
飲
食
店
の
3
種
類
が
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
公
給
領
収
証
は
、
料
理
 

飲
食
等
、
消
費
税
を
納
め
た
し
 

一
・
・
ニ
ノ
、
．
．
・
・
、
，
‘
・
．
.
．
‘
、
，
．
…
一
 

（
一
万
円
に
つ
き
）
 

⑥
お
払
い
込
み
日
 

一
月
二
〇
 

日
 

⑨
三
〇
〇
万
円
ま
で
④
扱
い
で
 

き
ま
す
。
 

⑥
募
集
は
、
福
岡
県
が
各
証
券
 

会
社
に
、
取
扱
い
を
委
託
し
て
 

い
ま
す
。
お
申
込
み
、
お
間
合
 

せ
は
最
寄
り
の
証
券
会
社
に
 

る
し
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
 

か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
 

さ
い
。
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

※
料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー
 

バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
は
飲
食
 

代
金
の
 10 

一期。 

※
飲
食
店
、
ス
タ
ン
ド
バ
ー
、
 

喫
茶
店
、
旅
館
で
の
飲
食
は
、
 

二
、
〇
〇
〇
円
を
越
え
た
場
合
 

料
金
の
 10 

一伽 

※
旅
館
で
の
宿
泊
は
、
一
泊
一
一
 

食
で
、
四
、
〇
〇
〇
円
を
越
え
 

た
場
合
料
金
 

（
基
礎
控
除
）
 

一
、
五
〇
〇
円
の
 10 

一伽 
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年末、年始急患診療に従する在宅当番医編成表 

~~ 

内 科 （小 児 科） 外 科 婦人科 

12月31日 

（上曜II ) 

田中医院 

（田川市 
弓削田） 

村田医院 

（田川市 
古賀町） 

宮永医院 

（川崎町 
川崎） 

宇都宮医院 

（金田町 
金田） 

離
 

町
細
 

柳
 

嚇
 

荘山外科 

（田I'浦 
新町） 

金子医院 

（田川市 
新町） 

1月1日 

（日曜日） 

津田医院 

（田川市 
桜町） 

加治医院 

（田川市 
栄町） 

南野医院 

（香春町 
勾金） 

田中医院 

(it崎町 
安真木） 

柏村医院 

（川崎町 
田原） 

二田水医院 

（糸田町 
上糸田） 

八木医院 

（田川市 
魚町） 

1月2日 

（月曜日） 

福 井 
クリニック 

（田It肺 
本町） 

後野医院 

（田川市 
東町） 

離
 

町
細
 

」
 

嚇
 

向野医院 

（川崎町 
弓折） 

佐々木外科 

（田川市 
本町） 

庄野外科 

（糸田町 
糸田） 

中 山 
産婦人科 

（添田町 
添田） 

1月3日 

（火曜II ) 

岩 谷 
クリニック 

（田it浦 
本町） 

大谷医院 

（田川市 
東町） 

池尻病院 

（川崎町 
池尻） 

松本医院 

（赤村赤） 

宮城病院 

（添田町庄） 

森田外科 

（田川市 
新橋通り） 

佐々木 
産婦人科 

（田川市 
本町） 

~」 上記当番医は変更になるときもあります。 

旅
券
申
請
に
必
要
な
 

書

類

 に
 
つ
 
い
 

最
近
、
海
外
渡
航
者
が
、
福
 

岡
県
内
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
申
 

請
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
次
の
 

書
類
が
必
要
で
す
。
な
お
、
申
 

請
も
、
受
取
り
も
、
必
ず
本
人
 

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一
、
必
要
書
類
 

m
、
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
 

一一通 

②
、
戸
籍
抄
（
謄
本
）
一
通
 

⑧
、
写
真
 

五
セ
ン
チ
×
五
セ
ン
チ
。
 

上
半
身
。
無
背
景
。
無
帽
。
 

④
、
渡
航
費
用
を
確
認
す
る
 

書
類
 

＠
 
観
光
の
場
合
、
次
の
い
 

ず
れ
か
ー
つ
 

．
・
・
．
I

・

・

，

，

…

・

，

 ．
・
・
，
・
・
．
・
 

て
 

預
金
通
帳
、
前
年
度
の
源
泉
 

徴
収
票
。
旅
行
引
受
書
 

＠
業
務
の
場
合
 

出
張
命
令
書
 

⑤
、
身
元
を
立
証
す
る
書
類
 

住
民
票
。
官
製
ハ
ガ
キ
。
運
 

転
免
許
証
、
ま
た
は
健
康
保
 

険
証
 

⑥
、
印
鑑
 

二
、
交
付
ま
で
の
所
要
期
間
 

受
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら
十
 

日
目
 

（
当
日
が
公
休
日
の
 

場
合
は
そ
の
翌
日
）
以
降
に
 

交
付
し
ま
す
。
 

三
、
間
合
せ
先
 

福
岡
県
渉
外
課
旅
券
係
 

電
話
福
岡
（
〇
九
二
）
七
四
 

一
ー
三
一
二
六
 

，
・
・
，
・
・
，
一
・
・
 

．
・
‘
 

●
・
．
 
．
…
・
．
．
●
・
‘
・
．
，
・
・
．
，
・
・
．
・
】
 

昭
和
五
十
三
年
度
 

国
立
、
門
司
海
員
学
校
 

生
徒
募
集
案
内
 

国
立
、
門
司
海
員
学
校
で
は
 

昭
和
五
十
三
度
年
の
生
徒
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

高
等
科
、
募
集
人
員
、
約
七
 

〇
名
修
業
年
限
、
二
年
 

司
ち
ゅ
う
科
、
募
集
人
員
、
約
 

六
〇
名
、
修
業
年
限
、
一
年
 

受
験
資
格
は
、
昭
和
五
十
111 

年
四
月
一
日
現
在
で
、
 
一
五
才
 

以
上
十
九
才
未
満
、
学
歴
は
、
 

中
学
卒
業
以
上
で
す
。
願
書
受
 

付
期
間
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
 

二
月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
十
1
1
一 

年
二
月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
 

り
、
入
学
試
験
は
、
昭
和
五
十
 

三
年
二
月
十
九
日
で
す
。
 

願
書
請
求
、
あ
る
い
は
各
種
 

間
い
合
わ
せ
の
場
合
は
、
必
ず
 

五
〇
円
切
手
を
は
り
受
取
人
の
 

住
所
氏
名
を
明
記
し
た
、
返
信
 

用
の
封
筒
を
同
封
の
上
、
左
記
 

へ
間
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

〒
台
一
 

北
九
州
市
門
司
区
白
 

野
江
町
 

門
司
海
員
学
校
 
教
務
課
 

L
P
ガ
ス
の
事
故
防
止
 

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
と
同
じ
重
さ
 

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
白
い
霧
が
 

テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
縁
を
伝
わ
っ
 

て
下
へ
下
へ
と
床
を
は
う
の
を
 

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
 

し
ょ
う
。
湯
気
と
ち
が
っ
て
ド
 

ラ
イ
ア
イ
ス
は
、
空
気
よ
り
重
 

い
た
め
に
、
下
の
方
に
沈
む
の
 

で
す
。
 

実
は
L
P
ガ
ス
も
ド
ラ
イ
ア
 

イ
ス
と
同
じ
重
さ
で
、
空
気
の
 

約
一
・
五
倍
あ
り
ま
す
。
で
す
 

か
う
L
P
ガ
ス
が
も
れ
た
と
き
 

は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
思
い
出
 

し
て
く
だ
さ
い
。
目
に
は
見
え
 

ま
せ
ん
が
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
 

ま
り
ま
す
。
 

見
え
な
い
か
わ
り
に
、
L
P
 

ガ
ス
に
は
ク
玉
ね
ぎ
の
腐
っ
た
 

よ
う
な
ニ
オ
イ
ク
が
つ
け
て
あ
 

り
ま
す
。
も
れ
た
か
な
と
思
っ
 

た
ら
、
腰
を
か
が
め
て
床
面
の
 

ニ
オ
イ
を
追
跡
し
て
く
だ
さ
い
 

立
っ
た
ま
ま
で
は
ク
感
知
ク
で
 

き
ま
せ
ん
。
そ
の
証
拠
に
、
ペ
 

ッ
ト
の
犬
や
猫
が
真
っ
先
に
逃
 

げ
出
し
ま
す
。
 

さ
て
、
も
れ
た
こ
と
が
わ
か
 

っ
た
と
き
は
、
た
ば
こ
な
ど
の
 

火
気
厳
禁
は
も
ち
ろ
ん
、
電
気
 

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
み
プ
ラ
 

グ
を
入
れ
た
り
抜
い
た
り
、
電
 

気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
 

の
は
、
火
花
を
生
ず
る
の
で
危
 

険
で
す
。
思
わ
ず
換
気
扇
に
手
 

が
行
き
そ
う
で
す
が
、
く
れ
ぐ
 

れ
も
ご
注
意
を
。
L
P
ガ
ス
は
 

空
気
中
に
わ
ず
か
一
・
八
％
ま
 

ざ
っ
た
だ
け
で
、
火
気
が
あ
る
 

と
爆
発
し
ま
す
。
と
び
ら
や
窓
 

を
十
分
開
け
て
、
時
間
を
か
け
 

て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。
 

早
く
ガ
ス
を
追
い
出
す
に
は
 

床
面
に
た
ま
っ
た
ガ
ス
を
、
ほ
 

う
き
な
ど
で
静
か
に
外
に
は
き
 

出
す
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
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